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新成人！

１月１２日に松本市総合体育館で成人式が行
われました。入山辺地区では、14名（男性５
名、女性９名・住民登録上）が新成人となり
ました。成人式に参加した入山辺地区出身の
11名に今後の抱負などを聞きました！

● 氏名（町会名） 
①成人式を迎えた感想と今後の 抱負
② どんな入山辺になってほしいか
③ 家族にむけて一言

成
人
を
迎
え
た

入
山
辺
地
区
出
身
の
皆
様

● 飯ヶ濵  功さん（原）
① 無事に成人式を迎えることができて嬉しい気持

ちです。今までの人生はとても楽しかったし、充
実したものでした。松本という町だからこそ思
い出に残る学生生活が送れたのだと思います。
だからこそ松本という町を他県、世界の人にも
知ってもらいたいと思っています。来年から専
門科目としてエリアマネジメントや観光産業な
どについて学ぶ予定です。そういった知識を深
めることで将来個人として地域に還元していき
たいです。

② 入山辺に生まれたおかげでのびのび育つことが
できました。生まれる場所は選ぶことができま
せん。ですが自然が豊かで、人が温かいこの土地
で育ったということは恵まれたと思います。こ
の場所で子育てをしたい、住みたいと思える地域
にもっとなってほしいです。

③ いつもありがとうございます。松本を離れ、東京
の私大に通わせてもらっていることにとても感
謝しています。おかげで見識を深めたり、今まで
より視野も広がりました。日々成長している実
感を得られています。これからも頑張ります。

● 内城　勇希さん（三城）
① 歳をとって悲しい。頑張って生きていく。
② 今のままで。
③ ―――――

●  滝沢　愛さん（西桐原）
① ついこの間まで中学生だったのにもう成人式を迎えていて時間が経つのは早いなと感じました。こ

れから歳をどんどん重ねていくのと同時に今以上に時間の経過が早く感じると思うので１日を大切
にして、自分のやりたいことをやっていきたいです。

② 平和な入山辺。
③ ３人兄妹の中で私は兄２人よりもやりたいことをやらせてもらっているから、今やっていることが無

駄にならないように全力で生きていきます。育ててくれてありがとう。

● 原山　理沙さん（上手町）
① 入山辺に生まれて、20年間入山辺で

育つことができてとても良かったで
す。不便で嫌だなと思ったことは何
度もあったけど、今はここで育った
から様々な経験ができ、健康に育つ
ことができたのかなと思います。こ
れからは松本市の一員として地域の
ために頑張りたいと思います。

② 若い人が多くて子どもが多くなって
欲しい。バスの本数を増やして欲し
い。（お昼、夕方、土日）

　 健康な人が増えて欲しい。
③ 20年間健康に育ててくれてありがと

うございます。習い事などやりたい
ということを否定せず好きなだけや
らせてくれ、応援をしてくれたので
色んな経験をすることができました。
たくさんありがとう。これからもよ
ろしくお願いします。

● 村田　明日香さん（宮原）
① 思い返せば長いようで短い20年間でした。現在は夢に向かって努力と成長の日々ですが、ここまで

人生を歩んでこれたのも両親・親戚・友人の支えがあったからだと思います。今後はさらに上を
目指せるよう日々精進したいと思います。

② 入山辺は趣があり、四季折々に荘厳な景色を見られるので日本を感じる場所だと思います。仕事で
多くの外国人と話す機会があるので入山辺のぶどうがいつか海外の観光誌に載るくらいオススメ
していきたいです。

③ 18歳の私は夢を叶えるんだ！と言って２人を置いて地元を出ました。本当に迷惑ばかりかけたし、
寂しい思いをさせてごめんなさい。あれから2年が経ちました。２人が支えてくれたから、今こう
して夢を叶え、憧れの場所で働くことができています。私には無理だと思っていたけれど応援して
くれたから乗り越えられました。ずっと育ててくれてありがとう。そしてこれからもよろしくお
願いします。

● 百瀨　鈴さん（舟付）
① 20歳を迎え社会人としての自覚を持ち、働

くようになったら自立して生活できるよ
うにしたいです。

② 特になし。
③ 20年間育ててくれてありがとう。これか

らもよろしくお願いします。

祝

新成人のメッセージ
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ぼ
く
が
北
入
の
地
区
長
に
な
っ

て
始
め
は
何
も
分
か
ら
な
く
て
心

配
だ
っ
た
け
ど
前
の
６
年
生
の
長

の
人
に
聞
い
た
り
し
て
や
っ
て
い

き
ま
し
た
。
町
別
子
ど
も
会
で
は

１
年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
た
く
さ

ん
人
が
集
ま
り
大
変
だ
っ
た
け
ど

副
の
人
と
か
と
話
し
合
っ
た
り
し

て
み
ん
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を
ま
と
め
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ま
し
た
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通
学
合
宿
で
は
ぼ
く
も
参
加
し

ま
し
た
が
、ケ
ガ
や
も
め
事
が
無
く

て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
こ
の
地
区

だ
け
の
特
別
な
行
事
な
の
で
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
で

す
。
ぼ
く
も
た
く
さ
ん
の
地
区
の

大
人
の
方
々
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

親
の
手
を
借
り
ず
に
生
活
す
る
こ

と
の
大
変
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。６
年
に
な
っ

て
地
区
長
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

ま
わ
り
の
人
と
話
し
合
い
や
ま
と

め
る
こ
と
を
勉
強
し
て
ぼ
く
の
中

で
成
長
し
た
一
年
に
な
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
12
月
よ
り
入
山
辺
地
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
、
朝
倉
康
直
と
申
し
ま

す
。

　

今
ま
で
も
、
公
民
館
報
の
編
集
委
員

会
に
20
年
以
上
か
か
わ
り
、
地
域
の
実

情
や
課
題
を
考
え
る
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
当
地
区
の
高
齢
化
と
人
口

減
少
の
事
で
す
。
入
山
辺
は
本
市
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
齢
化
率
で
、
今
や

50
％
を
超
え
よ
う
か
と
し
て
い
る
状
態

で
す
。
平
成
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
、
わ

ず
か
30
年
で
人
口
が
約
千
人
減
少
し
ま

し
た
。（
現
在
人
口
は
二
千
人
弱
）
今
、

私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
急

激
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
中
で
の
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割
を
考
え

る
時
、
平
林
前
会
長
か
ら
大
変
重
い
バ

ト
ン
を
受
け
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

入
山
辺
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後

い
ろ
い
ろ
な
面
で
お
世
話
に
な
る
事
と

思
い
ま
す
が
、新
民
生
委
員・児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
新
成
人
の
皆
さ
ん
。
ぜ
ひ
、

生
ま
れ
育
っ
た
自
然
豊
か
な
「
ふ
る
さ

と
」
に
帰
っ
て
来
て
下
さ
い
。
御
一
緒

に
明
る
い
未
来
を
創
り
ま
し
ょ
う
。　

　

平
成
19
年
12
月
よ
り
入
山
辺
東
桐
原

の
民
生
委
員
を
拝
命
し
、
以
後
12
年
に

わ
た
り
お
世
話
に
な
り
、
令
和
元
年
11

月
で
退
任
致
し
ま
し
た
。
こ
の
間
地
区

の
会
長
、
そ
し
て
最
後
の
３
年
間
は
松

本
市
の
民
生
委
員
会
の
会
長
を
も
務
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
役
に
立
つ
仕
事
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
入
山
辺
地
区
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
支

援
の
お
か
げ
で
何
と
か
任
務
を
成
し
遂

げ
ら
れ
た
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
自
身
、
入
山
辺
の
住
人
に
な
っ
て

42
年
経
っ
て
い
ま
す
が
、
今
思
っ
て
い

る
こ
と
は
こ
の
地
域
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
色
々
不
便
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
ま
だ
未

来
を
拓
く
と
い
う
夢
が
あ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

私
も
こ
れ
か
ら
自
由
な
立
場
で
子
ど

も
達
が
夢
や
希
望
を
失
う
こ
と
が
な
い

地
域
づ
く
り
に
新
た
な
立
場
で
参
加
し

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
入
地
区
長
に
な
っ
て

山辺小学校
６年４組　
百瀬　煌くん

入山辺地区
民生委員・
児童委員協議会
会長
朝倉　康直さん

入山辺地区
民生委員・
児童委員協議会
前会長
平林　八郎さん

新
任
あ
い
さ
つ

民
生
委
員
12
年
を
終
え
て

● 宮坂　香海さん（橋倉）
① あんなにまだ先だと思っていた成人式がもう来ていて驚きました。友達の

中には働いている人もいるのに私はまだ学生で子ども気分が抜けていない
のでもっと自分を律していきたいと思います。

② 自然豊かな地域であるのが魅力だと思います。しかし、その分災害が心配に
なってくるので防災がちゃんとしていて、みんなが幸せに安心して過ごせる
地域になって欲しいです。

③ 受験などで沢山迷惑かけたけど、ここまで育ててくれてありがとうございま
した。これからもしばらくは養ってください！

● 百瀬　翠さん（舟付）
① 意外とあっという間に成人式を迎えたなと感じています。今はまだ学生で

すが、大学でしっかり学び社会に貢献していきたいと思います。
② 人が増えてより活気のある地域になるといいと思います。
③ 何事もなく成人式を迎えることができ、また大学で学べていることにとても

感謝しています。

● 矢島　諒さん（中村）
① 新成人としての自覚をしっかりと持ち、支えてくださった家族や友人、学校の先生などへの感謝を忘れずに何事にも挑戦していきたいです。
② 住民１人１人がどうすればもっと明るい地域になっていくかを考えて地域を活性化していってほしいです。
③ 20年間支えてくれた感謝の気持ちを忘れず、立派な成人となって家族に親孝行をしてあげたいです。

● 古田　優芽加さん（上手町）
① 私は高校卒業後短期大学へ進学しました。一人暮らしをしていて不安なこ

とばかりでしたが周りから助けてもらい過ごしてくることができました。
その生活も今年で終わり社会人となります。社会人であることの自覚を持
ち責任のある行動を取り、周りに困っている人がいたら助けていき、いろん
な場面で活躍していけるよう頑張りたいと思います。

② 高齢化になり、空き家も増えつつあるのでもう少し空き家対策をし、自然豊
かな入山辺を守り、活気のある地域にしていって欲しいです。

③ ここまで育ってくることができたのは家族の支えがあったからです。あり
がとうございました。まだまだ頼りない私ですが少しでも恩返しができる
よう頑張りたいと思います。

● 森下　雅子さん（西桐原）
① 成人式を迎えて、感謝の気持ちと緊張感を抱いています。これまで成人する

ことについて深く考えたことはありませんでした。しかし、私は成人すると
同時に社会に出て働くことになります。今までは自ら動かずとも私のため
に寄り添ってサポートしてくれる先生方や同年代の仲間がいました。これ
からは誰かに甘えてばかりいることなく、自分の言動に責任感を持っていき
ます。

② 入山辺にはたくさん泣いて過ごした入山辺保育園、友達と歩いた通学路、舞
を踊った柴宮神社、初めて投票をした入山辺公民館など私の20年間の思い
出があります。私だけではなく、ここに住む全ての人にとってもそうだと思
います。今ある姿がこれからも存在し続けて欲しいです。

③ 私のわがまま、悩み、怒りを全て大きくて温かくて優しい心で受け止めて寄
り添ってくれてありがとうございます。これからは今まで私にしてくれた
分をそれ以上の感謝の気持ちで恩返ししていきます。

民生委員・児童委員
協議会委員の紹介

橋倉/南方　
　　武井　久枝さん
西桐原　　 
　　桐原　俊幸さん
東桐原　　 
　　臼山　洋子さん
舟付/宮原　
　　新井　絹子さん
北入中部/千手/駒越
　　土屋　春一さん
三反田/奈良尾/上手町
　　市川　節枝さん
原/厩所/大仏/一の海
　　朝倉　康直さん
大和合/牛立
　　羽山　惠子さん
三城
　　前田　民江さん
主任児童委員
　　木下誠一郎さん
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